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研究成果の概要（和文）：自由化に直面する日本の電力市場について、地域ごとの特長を生かしたマイクロデー
タやモデルを用いて分析した。そこでは、9地域の電力市場モデルを用いて原発が停止した影響や、停止した原
発を代替する火力発電所を導入した際の効果をシミュレーション分析した。その結果、原発の停止によって生じ
た卸市場価格の上昇は、火力発電所の増設によって一定程度抑えられること、しかし、オフピーク(春・秋、夜
間)の電力料金上昇は避けられないことなどが明らかにされた。また、太陽光発電設備を持つ需要家を対象とし
たフィールド実験によって、価格を変化させることで実現できるピークカット効果は、一般世帯のそれより小さ
いことがわかった。

研究成果の概要（英文）：We analyzed the Japanese power markets, facing deregulation, with microdata 
and simulation models. The 9-region power market model revealed that no-nuke policy would push up 
the wholesale market prices and that the price hike would be only partly alleviated by installation 
of thermal power stations that make up the lost nukes, especially during off-peak times/seasons. 
Field experiments with "prosumers" holding PV system showed that dynamic pricing would lower peak 
demand only to a smaller extent, compared with usual consumers without PV system.

研究分野：地域経済学
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